
ワークシート 〈下剋上と民衆の力〉
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幕府の将軍　→　　　
中国の皇帝　→　　     

（理由）
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勘合貿易を支えた北九州の武士
（遣明船シアター映像を見よう）
15 世紀末、花尾城を築いた武士

（花尾城合戦パネルを見よう）
門司城合戦で大友氏と争った武士

（門司文書を見よう）
14 世紀末から 16 世紀に北九州に京都の文化を広めた武士（展
示資料、パネルを見よう）
小倉南区に畝状空堀群などで防御した山城を築いた武士

（長野城合戦ジオラマを見たり、音声解説を聞いたりしよう）
1565 年に長野城を鉄砲などの武器を使用して攻めた武士

（長野城合戦ジオラマを見たり、音声解説を聞いたりしよう）

中国（明）											           日本

（１）　展示資料などを見て、下の武士たちに関係の深いものを選び、線で結びましょう。
２　中世の北九州にゆかりの深い武士たちの様子や関係を調べよう。

１　遣明船シアターを視聴し、東アジアと九州とのかかわりを調べよう。

（２）　各地の有力な戦国大名は、どのようにして力をつけていくことができたのでしょうか。
　　＜下剋上＞や＜貿易＞などの言葉を使って説明しよう。

（１）　遣明船を通した貿易を始めた幕府の将軍と中国の皇帝は誰ですか。また勘合印が
　　遣明船で使われていた理由は何でしょうか。

（２）　遣明船では、どのようなものを運んでいましたか

（３）　遣明船を仕立てたり、動かしたりするなどして貿易を支えた北九州の武士の一族は
　　誰ですか。また、九州の武士はどのようして成長していきましたか。


